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	 1．はじめに	

　当研究室では，反応工学，分離工学をベースに炭素資源
の高効率エネルギー・物質変換，CO2の分離回収，CO2の
有効利用に関する研究をおこなっています。現在，スタッ
フ8名（則永行庸教授，町田洋助教，張煒特任助教，チェチョルヨン
特任助教，柳瀬慶一特任助教，チャンクウィン博士研究員，事務・技
術補佐2名），学生20名（博士後期3名，博士前期（修士）11名，学部
生4名，研究生2名）の計28名（内留学生5名）で活動しています。
大学院工学研究科化学システム工学専攻，工学部マテリア
ル工学科の教育を担当するとともに，産学連携を推進する
ために設立された未来社会創造機構も兼務し，各種（学内・
学学・国際・産学）連携プロジェクトの企画，運営にも関わっ
ています。

	 2．研究概要	

【省エネルギーCO2分離回収】
　アミン溶液を用いた化学吸収法によるCO2分離回収は工
業化されていますが，エネルギー多消費型であることが課
題です。当研究室では，CO2吸収時にCO2濃厚相と希薄相
に液液相分離するアミン・エーテル混合水溶液が，CO2吸
収および再生の双方を促進し，分離回収に必要なエネル
ギーが大幅に下がることを見出しました。さらなる省エネ
化を目指し，その場分光分析法を用いたCO2吸収・再生機
構の解明や分子シミュレーションによる新規吸収液開発に
も取り組んでいます。また，水素をストリッピングガスと
して再生塔に吹き込み，CO2再生を促進，得られたCO2・
水素混合ガスをメタネーションやメタノール合成等のCO2

利用プロセスの原料とする「CO2分離・回収・利用の統合
プロセス」を提案し，ラボプラントによる連続試験，エネ
ルギー評価を実施すると共に，機械メーカーと共同で実用
化に向けた諸技術の開発を進めています。

【メタネーション】
　再生可能エネルギー由来，あるいはCO2フリー水素とCO2

を原料とするメタネーションを含む，いわゆるPower to 
Fuelは，太陽光・風力大量導入時代において重要性を増す
と考えています。これまでメタネーションプロセスの大規
模実証例はなく，反応速度モデリング，数値流体力学を駆
使して，スケールアップの迅速化に貢献したいと考えてい
ます。メタネーションは発熱可逆反応であり，最適温度分
布を実現する触媒固定床反応器を設計するために，反応・
伝熱・流動を考慮したメタネーション反応器数値解析コー
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ドをオープンソースベースで開発しました。プロセス商用
化に向けて触媒・プラントメーカー，資源開発企業，国立
研究機関と共に取り組んでいます。

【製鉄用コークス】
　塊コークスを形成する原料炭の資源量は限られており，
安価な炭材から製鉄用コークスを製造する技術の開発が求
められています。固体炭素燃料の乾留・炭化反応機構の解
明や新規反応操作により，低品位の原料から高品位のコー
クスを製造する技術の開発を高炉メーカーと共に取り組ん
でいます。

【固体炭素資源の熱化学転換】
　固体炭素資源ガス化を経由する複合サイクル発電は，燃
焼ボイラ発電と比較して高効率な発電を可能とします。ガ
ス化炉内で進行する化学反応を分子・ラジカルレベルでモ
デリングし，微量ではあるがプロセス運転上問題となる
タール，すす，硫黄や窒素含有化合物の反応特性を予測し，
ガス化の限界までの高効率化を目指しています。また，国
内外のトップクラスの研究者との連携を進めており，詳細
な化学反応モデルと炉内伝熱，流体計算との統合解析によ
り，机上計算による炉内の可視化とガス化特性の予測を実
現したいと考えています。

【セラミック複合材】
　セラミック複合材（CMC）を，バーナー直下流の静翼や動
翼に搭載したエンジンの民生航空機への実装が進んでいま
す。価格競争力と品質制御力を備えた大量生産技術が，
CMCの汎用製品化には欠かせません。私たちは，SiC繊維
で強化されたSiC系複合材料の大量生産技術の開発に数値
シミュレーションで貢献したいと考えています。化学気相
浸透法によるCMC製造に関して，化学反応，物質移動，
含浸に伴う非定常性を考慮した独自のシミュレーション技
術の開発をメーカーと共に進めています。

	 3．おわりに	

　2017年4月の研究室の立ち上げから日も浅く，朝令暮改
の日々で，文化の醸成には至っていません。自由と平和，
そして自己実現を研究室運営の上位概念として掲げ，安心・
安全・快適，あらゆるものに機能と美を追求することを方
針としています。また，名大総長の「安定は動の中にあり」
の言葉も意識しつつ，スタッフ，学生，共同研究者，いず
れも多様なバックグラウンドを持つ人が集まる動的な研究
室，その中で，化学工学を有効な手段として研究開発を先
導する人，新興国を含む世界を場として活躍する人が逞し
く育つことを志向しています。

2019年6月17日　名大工学部1号館で撮影

公益社団法人 化学工学会 http://www.scej.org/

著作権法により無断での転載等は禁止されています 
 




